
PC 連続合成桁橋の中間支点上１次床版の損傷調査と対策検討について 
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１．はじめに  

 高速道路橋の PC3 径間連続合成桁橋の中間支点上１次床版に損傷が発見され，応急的な部分補修を実施

後に抜本的な床版打替えと外ケーブル補強が実施されている（図-１）。本報告は，実橋詳細調査による健全度

評価による評価と大規模規制による床版打替え工法を選定した概要について述べるものである．  
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図-1 沢底川橋橋梁一般図（補強工事概要図） 

２．実橋の詳細健全度調査  

 当該橋梁は中央自動車道の長野県域に位置しており，12 月から 3 月末の気温・路温温度の観測記録は，

最低気温-14.1℃，最低路温が-12.0℃で氷点下を記録した合計日数が気温で 100 日間，路温で 88 日間となって

おり，高速道路の交通確保の観点から凍結防止剤の散布量が非常に多い路線である 1)．点検において舗装路面

損傷部の開削調査を実施した．図-２左は，中間支点付近の床版下面において漏水による鋼材腐食が発生して

いる状況で，腐食の影響が拡大し床版下面コンクリートがはく落しているものと推定される．また，図-２中

央・右は床版上面の開削時の劣化状況であり，橋軸方向の PC 鋼材においても腐食破断が確認されている． 

つぎに図-２に示す床版打替え補修を行った近傍において，コア採取による床版コンクリート内の塩分量調

査を実施した結果，特に走行車線側の左轍部Ａにおいて，図-３に示す床版上面から 100mm の範囲が 1.2kg/m3

を超えている．特に，上面から 60mm の深さまでは塩分量が鋼材発錆限界を大きく上回る 2.7kg/m3 であった． 

   
（左：床版下面）       （中央：上面開削調査）   （右：上面開削拡大） 

  
図-２ 床版部分補修範囲と詳細調査個所（上り線） 

キーワード PC 連続合成桁橋，大規模更新，リニューアル工事，健全度調査，床版打替え，工法検討 
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図-３ PC 床版内の塩分量分布状況 

  
G2-G3 間（PC 鋼材④：充填不足，漏水）   G2-G3 間（PC 鋼材⑦：充填不足，漏水） 

図-４ P2 支点上付近の床版連続ケーブルにおけるグラウト充填状況 

 

上り線のＰ2中間支点上の床版連結ケーブルについて，削孔調査によりPCグラウト充填状況をファイバース

コープカメラによる撮影調査を実施した．床版部分補修箇所を除く50本を調査した結果，うち11本にグラウト

充填不足とみられる状況が確認された．図-４は，P2橋脚支点上の床版橋軸方向に配置された床版連結ケーブ

ルの状況である．グラウトの充填不良と部分的な漏水と錆の発生等が確認された。塩分量調査結果より，走行

車線の左側轍部の塩分量が異常に多くなっていることから，走行車線の大型車交通の影響も考えられる．恒久

的な対策を計画する上で，グラウト充填状況調査結果より，将来において，部分補修した床版パネルと同様の

劣化損傷が発生するリスクが高いと判断され，長期保全の観点から劣化の著しい１次床版の打替えの検討を実

施することとし，構造性，維持管理性，規制工程，施工性，長期保全を考慮して補強方法を決定した（表-１）. 

表-１ 対策工法の比較検討結果 
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調査個所Ａ 調査個所Ｂ 調査個所Ｃ

150 2.599 0.161 0.023

130 2.714 0.161 0.046

110 2.047 0.092 0.046

90 1.587 0.023 0.023

70 0.092 0.023 0.023

50 1.035 0.023 0.046

30 1.081 0.092 0.069

10 1.127 0.276 0.230

床版下面からの
深さ(㎜)

塩化物イオン量（kg/m3）
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